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研究の概要：アフリカの緑の革命の実現は世界の主潮流が過去 40 年やってきた従来型の品種・

土壌肥料・灌漑排水研究の単純な延長線上にはない。本研究では、それらの技術を受容可能に

する前提条件をアフリカ農民の圃場で満足させる水田仮説１、適地適田開発した低地水田は適

切に管理すれば畑作的稲作の 10 倍以上の持続可能な生産性があるという水田仮説 2を実証し、

実証成果をアフリカ全体にスケールアップするため、農民の自力によるパーソナル灌漑水田開

発技術＜サワ sawah エコテクノロジ―方式＞を、充分な規模のアクションリサーチにより完成

させる。これによりアフリカに持続可能な緑の革命を実現する確かなロードマップを提示する。 

 
研 究 分 野： 人文社会系及び生物科学系の複合新領域と農学分野 
科研費の分科・細目： 環境学と境界農学、環境技術・環境材料 

キ ー ワ ー ド： アフリカ緑の革命、水田仮説、サワ sawah 方式、パーソナル灌漑水田 
１．研究開始当初の背景 
熱帯アジアで 1970年代に実現した緑の革命
はサブサハラアフリカで実現していない。 
アフリカの緑の革命の実現は、アフリカのみ
ならず国際社会の緊急な重要課題である。ア
ジアやラテンアメリカの緑の革命は品種改
良、即ち、バイオテクノロジーにより実現し
た。それ故に、アフリカの緑の革命を実現す
る中核技術もバイオテクノロジーであると
の仮定の下で、世界の主潮流は過去 40 年研
究活動を行ってきた。しかし、依然として緑
の革命実現の道筋は明確ではない。 
 
２．研究の目的 
アフリカに緑の革命を実現する中核技術は

品種改良ではなくて、生態環境を改良する水

田<sawah サワ>エコテクノロジーであるとい

う水田仮説 1、適地適田開発した水田は適切

に管理すれば畑地の 10 倍以上の持続可能な

生産性があるというと水田仮説 2 を実証する。

最優先の目標は、西アフリカ特有の生態環境

と社会経済条件に適する低地水田エコテク

ノロジ―の完成と、自力展開が可能な普及の

道筋を、充分な規模の現地アクションリサー

チにより、実証的に明らかにし、アフリカに

緑の革命を実現する確かなロードマップを

提示することである。中長期的目標は、低地

水田の集約的持続性の高さを背景に、アップ

ランドにおける持続可能な森林再生や利用

技術を適地適田開発と稲作技術＜サワ方式

＞と融合させ、アフリカ型里山システムを創

造する。緑の革命により食糧増産が実現すれ

ば、広大なアフリカは温暖化防止に貢献でき、

アフリカは将来の地球社会を救うポテンシ

ャルがあることを示す。 
 
３．研究の方法 
モデルとなるアフリカ型里山集水域の創造 

と、適地適田水田(sawah)開発のアクション 

リサーチを、ガーナ及びナイジェリアの多様 

な内陸小低地集水域で各 30 ケ所・100ha 以上 

という充分な規模で実施する。このアクショ 

ンリサーチの実施により、(1)多様な生態環 

境と土地システムの評価を通じた自力展開 

可能な水田開発戦略の提示、(2)農民の自力 

水田(sawah)開発と水田稲作による緑の革命 

実現のロードマップの提示と人材を養成す 

る。以上の実践的課題をバックアップするた 

め集水域生態工学的基礎研究をアフリカ及 

びアジアのベンチマーク集水域で実施する。 

 
４．これまでの成果 
①低地水田エコテクノロジー<サワ sawah エ
コテクノロジ―>を以下の 5 つの要素技術
として整理し、研究者・技術者・農民を訓
練するシステムを構築した。即ち、アフリ
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カの農民が自力で(1)適地を選び適田シス
テムをデザインし、(2)小型耕耘機を使い
経済的にペイする適地適田開発を実施、
(3)実施主体となる農民グループの組織化、
(4)水田稲作の持続的な実施、(5)サワ方式
を持続可能にする農村社会の経済及び土
地制度の条件整備と調整等、である。 

②水田エコテクノロジ―の全アフリカへの

普及を目指し、当初のベンチマークサイト

以外に拡大し、過去 3年で当初目標水準の

60 サイト、150ha の適地適田開発アクシ

ョンリサーチを実施した。この多数の実験

的小規模開発の実践により「個々のアフリ

カ農民の自力によるパーソナル灌漑水田

システムの開発技術」を＜サワ sawah 方式

＞としてほぼ完成させた。土地制度のデー

タ収集とサワ方式の研究・訓練システムを

整備し、サワ方式のマニュアルをガーナで

出版した。第 2回 Africa Rice Congress（マ

リ国バマコ市、2010 年 3 月 22-26 日）で
Sawah to realize a green revolution in Africa
を 10 人のガーナ及びナイジェリアを中心

とするサワチームで発表した。この方式は

従来型の ODA 等、外部の技術者による灌漑

水田開発とは根本的に異なる。個々のアフ

リカ農民の自力開発が主体となる故、サワ

方式はそのままスケールアップして西ア

フリカ全体、サブサハラアフリカ全体の緑

の革命実現につなげるためのロードマッ

プとして描くことができるようになった。 

③本研究はアフリカ現地ではサワ（Sawah） 

プロジェクトとして実施中で、ガーナや 

ナイジェリアの稲作研究関係者のみなら 

ず行政機関との連携、AfricaRice, JIRCAS,  
MillenniumVillage, JICA/CARD 等、国際機 

関との連携が、過去 3年で飛躍的に進展し 

た。本サワ方式はこれまでの灌漑水田開発 

研究のアプローチとは全く異なるので、こ 

れら国際機関の研究者の訓練も開始した。 

④アクションリサーチを実施した地域の低
地の土地制度は大別して, (a)伝統的な首長
の所有・村落社会の共有的所有権にある場
合,(b) 都市近郊で、すでに私的土地所有と
なっている場合, (c)共有と私的所有が共存
する場合等がある。水田化により畔と水路
の明確な区画ができるので、適地選定時に
関係者による話し合いがないと摩擦が発
生する。しかし、伝統的なヤブ状低地に比
べ、水田化した低地の生産性は極め高いの
で、増加した経済力により、水田開発を阻
害しない調整は可能である。 

 
５．今後の計画 
これまでの成果にもとづいて、水田（サワ）

エコテクノロジーによるアフリカの緑の革 

命実現へのロードマップを以下のようにか
なり明確に提示できるところまできた。 
① 2010 年―2012 年: 緑の革命実現の直 

前のステップとなるであろう、サブサハラ
アフリカ全体での大規模アクションリサ
ーチの実施を準備するため、100 サイト
300ha 以上のアクションリサーを実施す
る。連携して別途実施される予定の
AricaRice, JIRCAS,JICA/CARD を含め
るとこの２倍以上の規模で実施されると
予想される。これによりサワ方式の本格的
な普及にむけたマニュアルや研究、訓練シ
ステムを完成させる。ガーナとナイジェリ
アの稲作振興政策にサワ方式が採用さる
べくガーナの CSIR-SRI,CRI, MOFA との連
携と訓練、ナイジェリアは連邦政府の低地
開発プロジェクト FadamaIII との連携と訓
練を実施する。さらに、国際機関である
AfricaRice の SMART サワプロジェクト、
JIRCAS の サ ワ プ ロ ジ ェ ク ト 、
JICA-CARD の天水湿地稲作プロジェクト
に技術とノウハウを訓練し、全サブサハラ
アフリカへの展開のための基盤を作る。 

② 2013 年―2020 年:アフリカ全域 2000 
サイト・10,000ha 以上の規模でサワ方式
に関する大規模アクションリサーを実施 

③ 2020 年―2050 年：サブサハラアリカ全 
土で農民の自力適地適田開発と水田稲作
の普及が自力展開し緑の革命が実現。 
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